青山荘　　フェイスシート

平成19年11月5日　担当：三浦　　　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　　本田　英之　　様　　　　　男・女　　　　昭和52年12月28日生（29歳）

	
	〒039-0832　八戸市小中野2丁目9-4　　　　　　　　　　電話　0178-44-9055

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　　　なし

	
	発症時期
	　昭和12年4月頃（23歳時）
	罹 患 期 間
	約　6年

	
	入院回数
	　　　　　3回
	延べ入院年数
	約　4年7ヶ月

	医療機関
	　青南病院（主治医　田名部Dr）
	外来受診日
	毎週月曜日（週1回）

	医療区分
	国保（家族）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	20000円
	　　未申請

	経済状況
	年金
	未申請

	
	その他
	生活費1.5万円＋医療費1.5万円　※家族からの援助

	障害程度区分
	未申請
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　青南病院デイケア

	住まいの場
	　青山荘

	入所年月日
	Ｈ　19年　3月　4日
	身長
	165cm
	体重
	77kg

	最終学歴
	予備校（仙台市内）
	免許・資格
	普通自動車免許（1種）

	職　歴
	　なし
	

	保　護　者
	氏　名　本田　忠　様　　　　　　　　　続柄　父　　　（同居　・否）

	入所目的

日常生活リズムを整えながら習慣化し、円滑な対人関係を図れるようになる。

	入院・治療歴　初診日

入院・治療歴　

①平成12年6月　　～　　平成12年9月　　　　　入院　　　　　長谷川病院

②平成13年12月　 ～　　平成14年11月　　　　 入院　　　　　湊病院

　平成14年11月　 ～　　平成15年7月　　　　　通院　　　　　湊病院

③平成15年7月　　～　　平成19年3月4日　　　入院　　　　　青南病院

　平成19年3月4日～　　現在　　　　　　　　　 通院　　　　　青南病院

	生活歴　

八戸市にて同胞3名の長男として出生する。高校1時、部活での登山後、喘息で青森労災病院での加療により殆ど不登校状態となる。2年時留年し、学業の遅れなどを理由に退学し大検を受験、合格する。その後仙台の予備校へ通うが5月に帰郷し、滅裂言動・家族への迷惑行為が出現する。H12年4月東京の予備校へと通うが徘徊・逸脱行為・奇異行動が出現したことで、家族が保健士に相談し、長谷川病院（東京）へ初回入院となる。退院後帰郷し、自宅療養するが服薬中断により症状再燃し、逸脱行為で警察に保護され湊病院へ2回目の入院をする。以後も病識の無さから通院・服薬拒否し、母親が食事に薬を混ぜて飲ませていたとのこと。しかし、次第に病状悪化し、家族間の口論から昼夜逆転・粗暴行為出現。警察に保護され、H15.7.13精神科救急で当院を受診し、医療保護入院となる。H18.10.31入院治療に対する理解が得られた為、任意入院へと切り替える。その後、地域での生活訓練のためH19.3.4青南病院退院・青山荘入所となる。

	家族構成
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	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

10/26より1泊2日の予定で自宅外泊へと出かけるが、27日の帰荘予定日に外泊延長を希望する。急な変更のため、職員より外泊届けを提出する際に家族と確認してから提出するべきであることを注意すると、突然、母様へ電話を変わり代弁してもらうなど依存的。（結局薬を1日分多く所持しているとのことで母様からも確認していただいた上で外泊延長している。）

10/30職員と母様とで二者面談実施。本人から「いじめられている」と報告を受け、青山荘退所させたいとのことで話しがある。本人の発言を「被害妄想」と話したり、本人の他利用者を「統合失調症の人」「障害をもっている人」など病識に欠ける発言については本人へも指摘し、病気について振り返らせるような言動をとるなど、母様自身も本人の病気に理解あるような様子は窺えるものの、反対に本人の「いじめられている」との発言に過剰に反応し、「誰かに眉間を殴られて帰って来た」「ぶつかって出来るようなあざじゃない」「どのスタッフも気付かないのか」と本人が否定していること、各関係機関でもそのような情報はないにも関わらず本人を擁護するような発言聞かれている。

父も含め、家族では本人の退所希望を受け入れるとのことだが、自宅へ戻ってくること、同じことを繰り返すのではないかとの不安があり、母様から「出来れば青山荘での生活訓練を継続して欲しい」と希望があり、すぐに退所させるのではなく「1週間程度の短期外泊」で様子を見たいと希望がある。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成19年11月5日（月）

	氏　名
	   本田　英之　様
	男・女
	生年月日
	　昭和　52　年　12月　28日（　29歳）


	長期目標（中期・短期）

	長期目標：地域生活を通して、生活リズムの確立・習慣化と家族関係を含める対人関係の確立を図る。
短期目標：生活訓練の意味合いを理解しながら、順序だてて必要な訓練に取り組む。

	これまでの経過（前回評価日　19年　10月　1日）

	【10/24（水）から現在までの】

●10/24：無断でデイケアから帰荘。通所中も他者との交流を避け、単独行動をしていたとの情報提供がある。「特定利用者との対人関係に悩みを抱えている」こと、青山荘での生活においても「目標が見えない」、「色々なものに手を出しすぎて何も出来ていない」と現在の悩みを打ち明けている。その後も他者を避け自室に篭って過ごし、他者から声を掛けられても、苦笑して交わすことやぶっきらぼうに返答し、必要最低限の会話しかなされていない。

●10/25：前日にはあすなろ交流会への参加を拒否していたが、参加している。帰荘後、面談実施し詳細について尋ねるが「入所してから懸命に他者や施設に合わせて生活してきたものが、今になって一気に疲れが出てしまった」と話している。疲れの原因には通信教育のレポート作成も関係しているようで、この頃から本人の口から「退所」について話が出ている。

●10/26： 2泊3日の自宅外泊へと出かけている。（外泊は1泊2日の予定であったが、延長している）

　→家族状況へ記載

●10/29：自室の鍵を紛失したことについて、職員から再度探してみること・場合によっては責任を取る必要もあることを説明すると、急に赤面しながら易怒的となり口調を荒げたため、再度職員を代え面談実施している。その際にも対人関係を理由に退所希望が聞かれている。

●10/30：歯科受診送迎のため母様来荘する。母様より面談希望あり、担当職員と二者面談を実施。本人が11月初旬に退所希望していること、家族も退所には納得していることを話している。しかし、母様からは本心は施設入所しながらの生活訓練継続を希望していること、現在の状態で自宅退所となることへの不安もあると話しがある。このことからも外泊中に家族で相談し、退所を急がず事前に1週間程度の短期外泊を実施し様子をみたいと本人共々希望されている。短期外泊し環境を変えることでストレスの軽減を図り、退所について本人の意識が変わるかもしれないという期待と、1週間の自宅生活を見ながら退所後も家族で支援していけるかどうかを検討したいとのことで話しがある。他者交流を拒む理由には自己の病識の欠如から「普通の人と話しがしたい」「障害者とは合わない」など他者を軽蔑した言動も見られていることが挙げられる。

　→家族状況へ記載

●10/31:対人関係・日中活動について職員と面談実施。対人関係では自分が受け入れられたくてとってしまった行動が他者に迷惑をかけてしまったこと、自分が今でも納得していないことを話す。また、日中の活動においてはレポートを優先したいとのことで、自宅学習を希望している。家族への依存・モチベーション低下につながりやすいことを伝え、施設入所継続しながらの方が効果的であることを伝えている。同意しているものの、退所への迷いは変わらずにある様子窺える。

●11/1･2:表情硬く、青山荘・デイケアとも他者を避けるような言動続いている。2日にはデイケア通所するものの、体調が悪いと途中帰荘している。早退理由を尋ねたデイケアスタッフに対しても「いいでしょ別に」など不明確でやや攻撃的な発言があった様子。2日より2泊3日の自宅外泊を希望し、夕食当番終了後外泊へと出かけている。

※本人の現状が他入所者に与える影響は大きく、他入所者側からも距離をとることや対人関係への不安等の発言も聞かれている


	検討課題
	介入方法
	支援期間

	今後の生活について

～今後の支援方法について～

· 対人関係

· 日中活動

· 退所
	【対人関係】

· 本人が主に被害的となっている特定の入所者との関係については、大きなトラブルへ繋がらないよう、これ以上被害的とならぬよう距離を見守り、その都度面談を行いながら何が現在の状態に繋がっているのか原因を探り、本人の訴えを受容しながら関係性悪化を防ぐ。

· 被害の対象となっている特定入所者以外の入所者へ対する接し方にも問題があり、他入所者へ不安を持たせる原因になっていることも伝え、自分にかかるストレスと本人の言動で他者が感じるストレスを一緒に考え、互いに一番良い距離や接し方について一緒に検討する。

【日中活動について】

· 強い促しが余計なストレスとならぬよう、様子を見ながら本人の希望を尊重し日中活動（レポート作成やデイケア通所など）を促す。

· 仲の良い特定のデイケア利用者が通所することや、好きなプログラム（学習会）があることがデイケア通所への意欲となることからも、その日は通所できるよう声掛けし、通所できた場合はデイケアへ足を運び様子を窺う。

· 現在の本人の状態と行動を随時各関係機関へ情報共有しながら、介入方法についても説明・理解していただきながら、関係機関内でも統一した介入を行う。

【退所について】

· 本人・家族から今後も引き続き退所希望や訴えが聞かれた場合は、本人も含め、家族面談実施し、本人と家族の意向のすり合わせを行う。
	1ヶ月

	これまでの経過（前回評価日　19年　10月　1日）

	【前回の問題点】

1 デイケアでの生活態度
デイケア通所に関しては、時間前に通所出来る日・出来ない日にばらつきがあり、面談実施し本人に意識付けされた後は改善されるものの、時間が経つと意識が薄れてしまい時間を気にせずにマイペースに過ごすこともある。プログラムの妨害や他者との関わり方については以後問題ない様子。

2 片付けができない
デイケア通所せずに個別に時間を設けていたが、余暇時間内に実施し掃除予定時間を余暇時間として活用していることもあるため、時間枠をとらずに余暇時間で実施するよう移行していくことを説明するも「自分は掃除が出来ないから、個別に時間をとって行う必要がある」と弁解する。しかし、以前より室内は整理され、共有スペースへの私物の置き忘れも減少していることからも、意識付けは少しながらも図られている様子。

3 生活リズムの乱れ

起床・就床時間は依然ばらつきがある。起床時間に関しては自分なりに努力している様子も窺え、1度の声掛けで起床することが出来ている。しかし就床時間に関しては、職員の目を盗み消灯時間後に他者を自室に招きいれていることもあり注意している。


修正プラン実施評価日： H　19年12月10日（月）　青山荘地域交流活動室
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忠氏（54歳：医師）











本人（29歳）





次男（26歳）





長女（23歳：仙台在住）





母（54歳：専業主婦）








